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ヒューマンホールディングス株式会社の事業⼦会社で、⼈材紹介事業を⾏うヒューマンタッチ株式会社（本社︓東京都新宿区、

代表取締役︓髙本和幸、以下「ヒューマンタッチ」）が運営するヒューマンタッチ総研は、総合⼯事業（ゼネコン）、⼟⽊⼯事業、
電気設備⼯事業、管⼯事業、プラント・エンジニアリング業、住宅・不動産業の 6 業種に分けて、2021 年 3 ⽉期第 2 四半期決
算から⾒る市場動向をまとめました。 
 
 

 

 

 

                                                         

＜総合⼯事業＞ 
■9 社が減収、7 社が減収減益、10 社合計では純利益がやや改善するも厳しい決算が続く 

売上⾼は 9 社が前年同四半期を下回り、うち 7 社が減収減益であり、増益となったのは⿅島建設とフジタ（単体）の 2 社のみ
となっています（図表①）。10 社合計を⾒ると、売上⾼は前年同四半期⽐ 11.9％減（第 1 四半期は 11.8％減）、純利益
は同 21.8％減（第１四半期は 29.8％減）となっており、純利益についてはやや改善していますが依然として厳しい決算が続い
ています。 

2021 年 3 ⽉期の通期業績予想については⿅島建設が売上⾼を上⽅修正、⼤成建設が売上⾼と純利益を上⽅修正、前⽥
建設⼯業が売上⾼を下⽅修正、純利益を上⽅修正、⼾⽥建設が売上⾼、純利益ともに下⽅修正しています。 

 
【図表① 総合⼯事業主要 10 社の 2021 年 3 ⽉期第 2 四半期決算（連結）の実績】 

 
出所︓各社の 2021 年 3 ⽉期第 2 四半期決算短信より作成 

＊フジタについては⾮上場のため同社より取得した決算資料より作成 
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鹿島建設 912,604 -3.7% 72,014 20.5% 79,356 22.0% 51,872 4.1% 減収増益
大林組 852,681 -11.7% 54,871 -24.6% 57,127 -25.6% 47,155 -17.0% 減収減益
清水建設 683,276 -18.2% 46,034 -26.2% 48,997 -24.9% 38,331 -19.6% 減収減益
大成建設 594,074 -22.5% 44,397 -25.8% 47,279 -24.3% 30,652 -31.7% 減収減益
長谷工コーポレーション 369,912 -10.7% 30,940 -29.1% 30,039 -30.9% 20,539 -31.9% 減収減益
前田建設工業 301,243 26.9% 17,443 -3.3% 19,085 -7.5% 9,134 -42.5% 増収減益
五洋建設 227,356 -23.0% 14,968 -12.8% 15,081 -13.1% 10,490 -13.1% 減収減益
戸田建設 214,514 -8.9% 6,105 -60.7% 7,419 -56.1% 4,444 -63.8% 減収減益
三井住友建設 187,759 -11.0% 7,720 -36.6% 6,368 -47.0% 3,447 -56.5% 減収減益
フジタ（単体） 177,289 -20.9% 5,192 25.5% 4,338 9.1% 2,985 11.8% 減収増益
合計 4,520,708 -11.9% 299,684 -18.0% 315,089 -17.9% 219,049 -21.8% 減収減益

企業名

2021年3月期第2四半期

【本件のポイント】 
・6 業種別主要上場企業各 10 社の 2021 年 3 ⽉期第２四半期決算から⾒る建設市場動向をまとめた 
・第 1 四半期に続いて⼟⽊⼯事業と電気設備⼯事業が⽐較的好調 
・総合⼯事業、管⼯事業、プラント・エンジニアリング業、住宅・不動産業では厳しい決算結果 
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＜⼟⽊⼯事業＞ 
■4 社が増収、2 社が増収増益、10 社合計ではわずかながら減収減益に転じた 

売上⾼は 4 社が前年同四半期を上回り、NIPPO とピーエス三菱の 2 社が増収増益となっています（図表②）。10 社合計を
⾒ると、売上⾼は前年同四半期⽐ 1.9％減（第 1 四半期は 2.8％増）、純利益が同 1.0％減（第 1 四半期は 7.8％増）
と減収減益に転じました。純利益では道路舗装業界トップの NIPPO が前年同四半期⽐ 74.7％増と⼤幅な増加となっており、業
界をけん引しています。 

2021 年 3 ⽉期の通期業績予想についても 10 社ともに変更はなく、10 社合計の減収減益幅も⼩さいことから、ほぼ業績予
想の範囲内の決算結果であると考えられます。 

 
【図表② ⼟⽊⼯事業主要 10 社の 2021 年 3 ⽉期第 2 四半期（連結）の実績】 

 

出所︓各社の 2021 年 3 ⽉期第 2 四半期決算短信より作成 

 
＜電気設備⼯事業＞ 
■7 社が減収、6 社が減収減益、10 社合計でも減収減益となるも利益⾯ではわずかに改善 

売上⾼は 7 社が前年同四半期を下回り、6 社が減収減益となっています（図表③）。10 社合計では、売上⾼は前年同四
半期⽐ 3.2％減（第 1 四半期は 0.2％増）、純利益が同 5.0％減（第 1 四半期は 7.6％減）と減収減益となりましたが、
利益⾯ではやや改善されています。 

2021 年 3 ⽉期の通期業績予想は中電⼯が純利益を上⽅修正しています。 
 

【図表③ 電気設備⼯事業主要 10 社の 2021 年 3 ⽉期第 2 四半期（連結）の実績】 

 
出所︓各社の 2021 年 3 ⽉期第 2 四半期決算短信より作成 
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NIPPO 192,750 1.4% 20,643 68.0% 21,457 59.2% 13,896 74.7% 増収増益
前田道路 104,116 -4.2% 9,375 21.2% 9,721 20.0% 7,953 -32.1% 減収減益
東亜建設工業 82,639 -1.5% 3,294 -6.2% 3,765 14.8% 2,443 22.0% 減収増益
東洋建設 75,853 -12.2% 4,044 -16.7% 3,766 -20.8% 2,358 -22.5% 減収減益
大豊建設 74,993 3.6% 2,508 -16.9% 2,516 -15.2% 1,591 -14.8% 増収減益
日本道路 70,411 6.2% 3,904 100.5% 4,184 89.4% 2,694 -11.7% 増収減益
飛鳥建設 58,576 -8.6% 1,907 -38.3% 1,694 -41.7% 1,138 -40.6% 減収減益
川田テクノロジーズ 56,067 -8.1% -1,340 - 534 -72.6% 833 -51.1% 減収減益
ピーエス三菱 51,883 8.6% 2,879 25.8% 2,849 26.7% 1,844 25.4% 増収増益
東亜道路工業 38,969 -5.1% 963 - 1,045 - 597 -38.8% 減収減益
合計 806,257 -1.9% 48,177 22.2% 51,531 22.9% 35,347 -1.0% 減収減益

企業名

2021年3月期第2四半期
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関電工 253,813 -9.0% 13,448 -11.8% 14,064 -10.8% 8,837 -11.1% 減収減益
きんでん 241,943 -3.8% 13,496 2.5% 14,251 0.5% 9,662 -5.5% 減収減益
コムシスホールディングス 234,262 -3.6% 12,402 -4.3% 12,934 -5.1% 8,934 0.9% 減収増益
協和エクシオ 224,865 5.9% 11,202 4.0% 12,239 14.8% 7,454 18.8% 増収増益
九電工 180,101 -8.1% 11,244 -18.6% 12,533 -17.4% 8,286 -20.9% 減収減益
トーエネック 102,527 -0.3% 6,593 20.5% 6,217 24.2% 4,115 -5.6% 減収減益
中電工 82,082 9.3% 3,269 24.8% 4,467 16.5% 2,957 0.3% 増収増益
ユアテック 81,150 -10.1% 5 -98.9% 249 -68.5% -130 - 減収減益
住友電設 70,759 -7.6% 5,334 -16.6% 5,660 -15.9% 3,721 -16.1% 減収減益
日本電設工業 59,067 7.1% 2,724 68.0% 3,305 56.6% 1,915 87.4% 増収増益
合計 1,530,569 -3.2% 79,717 -3.5% 85,919 -2.2% 55,751 -5.0% 減収減益

企業名

2021年3月期第2四半期
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＜管⼯事業＞ 
■8 社が減収、6 社が減収減益、10 社合計でも落ち込み幅が拡⼤ 
売上⾼は 8 社が前年同四半期を下回り、6 社が減収減益となっています（図表④）。10 社合計を⾒ると、売上⾼は前年同四

半期⽐ 16.2％減（第 1 四半期は 13.4％減）、純利益が同 35.6％減（第１四半期は 33.7％減）となっており、第 2 四半
期に⼊って売上、利益ともに落ち込み幅が⼤きくなっており、厳しい決算となりました。 
2021 年 3 ⽉期の通期業績予想はダイダンが純利益を上⽅修正、⽇⽐⾕総合設備が売上、純利益を上⽅修正しています。 

 
【図表④ 管⼯事業主要 10 社の 2021 年 3 ⽉期第 2 四半期（連結）の実績】 

 
出所︓各社の 2021 年 3 ⽉期第 2 四半期決算短信より作成 

 
＜プラント・エンジニアリング業＞ 
■7 社が減収、5 社が減収減益、10 社合計では第 1 四半期よりやや改善するも厳しい決算が続く 

売上⾼は 7 社が前年同四半期を下回り、うち 5 社が減収減益となっています（図表⑤）。10 社合計の売上⾼は前年同四
半期⽐ 3.8％減（第 1 四半期は 8.9％減）、純利益は同 17.3％減（第 1 四半期は 21.6％減）となっており、厳しいながら
も売上⾼、純利益ともに第１四半期よりもやや改善されてはいますが依然として厳しい決算となっています。 

2021 年 3 ⽉期の通期業績予想は、栗⽥⼯業が売上、純利益を上⽅修正、レイズネクストとメタウォーターが純利益を上⽅修
正しています。 
 

【図表⑤ プラント・エンジニアリング業主要 10 社の 2021 年３⽉期第 2 四半期（連結）の実績】 

 
出所︓各社の 2021 年 3 ⽉期第 2 四半期決算短信より作成 
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傾向

高砂熱学工業 117,655 -19.1% 3,215 -57.9% 3,730 -56.1% 2,024 -65.8% 減収減益
大気社 81,590 -22.3% 3,191 -57.8% 3,712 -51.7% 3,070 -42.8% 減収減益
三機工業 80,864 -12.0% 505 -84.2% 842 -75.9% 821 -66.9% 減収減益
ダイダン 72,734 -7.8% 5,070 23.9% 5,366 26.8% 3,654 26.1% 減収増益
新日本空調 44,138 -15.5% 1,393 10.1% 1,676 9.5% 1,214 24.0% 減収増益
日比谷総合設備 31,891 11.6% 1,153 - 1,568 - 1,056 - 増収増益
朝日工業社 30,573 -38.3% 393 -84.8% 517 -80.8% 412 -73.8% 減収減益
テクノ菱和 24,445 -17.6% 396 -77.2% 613 -66.7% 400 -67.1% 減収減益
大成温調 22,555 1.9% 284 -24.2% 371 -18.1% 444 103.8% 増収増益
ヤマト 20,067 -19.8% 1,342 -30.4% 1,499 -26.4% 1,006 -26.9% 減収減益
合計 526,512 -16.2% 16,942 -43.6% 19,894 -38.5% 14,101 -35.6% 減収減益

2021年3月期第2四半期
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傾向

日揮 199,400 -8.7% 11,508 59.8% 11,928 15.1% 3,973 -11.2% 減収減益
千代田化工建設 161,545 -7.6% 5,174 -63.2% 4,770 -30.7% 5,795 21.0% 減収増益
栗田工業 131,012 -0.6% 16,460 -11.4% 15,846 -15.8% 10,772 -20.2% 減収減益
東洋エンジニアリング 89,701 -20.4% 1,214 -57.7% 1,415 -21.7% 773 -71.4% 減収減益
タクマ 70,352 21.8% 5,826 56.2% 6,244 54.2% 4,725 51.0% 増収増益
レイズネクスト 63,355 8.8% 4,836 15.1% 4,967 14.6% 3,227 -61.2% 増収減益
太平電業 60,394 14.6% 4,450 81.3% 4,700 88.7% 3,054 79.5% 増収増益
メタウォーター 33,980 -0.2% -3,458 - -3,547 - -2,706 - 減収赤字幅拡大
富士古河Ｅ＆Ｃ 32,133 -7.1% 1,627 14.5% 1,693 24.8% 1,127 30.8% 減収増益
田辺工業 16,793 -2.4% 1,097 -1.8% 1,144 0.2% 689 -6.6% 減収減益
合計 858,665 -3.8% 48,734 -7.5% 49,160 2.1% 31,429 -17.3% 減収減益

2021年3月期第2四半期

企業名
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＜住宅・不動産業＞ 
■8 社が減収、6 社が減収減益、10 社合計では第 1 四半期よりも売上⾼、純利益ともに悪化 

売上⾼は 8 社が前年同四半期を下回り、うち 6 社が減収減益となっています（図表⑥）。10 社合計の売上⾼は前年同四
半期⽐ 6.5％減（第１四半期は 5.2％減）、純利益は同 26.5％減（第 1 四半期は 18.3％減）となっており、第 1 四半期
よりも売上⾼、純利益ともに悪化しています。 
 

【図表⑥ 住宅・不動産業主要 10 社の 2021 年３⽉期第 2 四半期（連結）の実績】 

 
出所︓各社の 2021 年 3 ⽉期第 2 四半期決算短信より作成 

 
 
■ヒューマンタッチ総研所⻑・髙本和幸（ヒューマンタッチ代表取締役）のコメント 

2021 年 3 ⽉期第 2 四半期決算については、第 1 四半期に続いて⼟⽊⼯事業と電気設備⼯
事業が⽐較的好調であり、総合⼯事業、管⼯事業、プラント・エンジニアリング業、住宅・不動産業
では厳しい決算結果が続いています。 

その背景には、国⼟強靭化計画等の公共事業を中⼼に⼟⽊投資は堅調ですが、東京オリンピッ
ク・パラリンピック関連需要が終息して⺠間建設需要が端境期を迎えていることがあると考えられます。 

国⼟交通省から発表されている「令和 2 年度（2020 年度）建設投資⾒通し」を⾒ると、2020
年度は⺠間の建築投資が 8.1％減と⼤幅に落ち込み、⺠間の⼟⽊投資も 2.6％減と前年度割れ
になっていますが、政府⼟⽊投資は 3.1％増、政府建築投資は 3.0％増となっており、⺠間投資の
落ち込みを公共事業が中⼼となった政府投資が底⽀えする構造になっています。 

今後についても、新型コロナウイルス感染症拡⼤が終息する⾒通しが⽴たない現状を考えると、⺠間建設需要の回復の⾜取りは
重くなりそうであり、総合⼯事業や管⼯事業の経営環境は厳しい状況が続きそうです。 

また、国や地⽅⾃治体の財政状況も更に逼迫してくる危険性もあり、⼟⽊関連の業界についても予断を許さない状況だと考えら
れ、国⼟交通省の来年度予算の動向も注視していくことが必要です。 

 

■ヒューマンタッチ総研とは 
「ヒューマンタッチ総研」は、ヒューマンタッチ株式会社が運営する、建設業界に関する各種データを基に将来の姿を予測する研究

所です。 
「ヒューマンタッチ総研」は、建設業界の⼈材動向を中⼼に市場動向、未来予測などの調査・分析を⾏い、 独⾃調査レポート 

や定期的なマンスリーレポート、そして建設 ICT の最新ソリューションを紹介する各種セミナーの企画・運営など、建設業界に関わる
様々な情報発信をしています。 
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前年
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前年
同四半期比

増減率
傾向

大和ハウス工業 1,966,448 -9.8% 156,024 -25.5% 150,466 -27.6% 91,329 -38.0% 減収減益
三井不動産 797,401 -10.3% 64,189 -45.9% 47,288 -56.1% 9,040 -86.4% 減収減益
飯田グループホールディングス 738,320 12.4% 52,647 12.0% 51,275 13.6% 34,728 14.0% 増収増益
大東建託 734,942 -4.6% 51,758 -13.7% 54,053 -13.6% 36,933 -13.9% 減収減益
三菱地所 527,312 -1.5% 98,072 6.3% 91,618 13.0% 50,939 6.0% 減収増益
住友不動産 515,122 -11.1% 132,847 -3.4% 129,541 -1.7% 97,131 4.2% 減収増益
積水化学工業 490,041 -11.9% 22,149 -46.6% 20,417 -51.5% 12,690 -57.2% 減収減益
野村不動産ホールディングス 223,935 -9.3% 24,187 11.5% 19,429 8.9% 12,030 -3.5% 減収減益
スターツコーポレーション 94,027 2.5% 9,557 -4.9% 9,606 -4.1% 6,628 -1.6% 増収減益
タカラレーベン 51,581 -11.1% 1,853 -52.2% 1,620 -52.5% 893 -60.5% 減収減益
合計 6,139,129 -6.5% 613,283 -17.3% 575,313 -18.9% 352,341 -26.5% 減収減益
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建設業界の⼈材不⾜を改善するために、 ICT 導⼊による「⽣産性向上」や魅⼒ある業界への転換としての「働き⽅改⾰」を推
奨し、建設業界に関わる各種データや業界を超えた様々な情報の調査・分析から、建設業界の明るい未来につながる発信をしてま
いります。 
●ヒューマンタッチ総研 WEB サイト︓https://kensetsutenshokunavi.jp/souken/ 
 
■ヒューマングループについて 
 ヒューマングループは、教育事業を中核に、⼈材、介護、保育、美容、スポーツ、IT と多岐にわたる事業を展開しています。1985
年の創業以来「為世為⼈（いせいいじん）」を経営理念に掲げ、教育格差、労働⼒不⾜、⾼齢化社会、待機児童問題など、時
代とともに変化するさまざまな社会課題の解決に取り組み、独⾃のビジネスモデルを展開してきました。 
⼈と社会に向き合い続けてきたヒューマングループは、いま世界全体で達成すべき⽬標として掲げ
られた SDGs（持続可能な開発⽬標）にも積極的に取り組んでいきます。SDGs への貢献を
通じて、「為世為⼈」の実現を加速させ、より良い社会づくりに貢献していきます。 
●ヒューマンホールディングス WEB サイト︓https://www.athuman.com/ 

 

 

会社概要 
ヒューマンタッチ株式会社 
●代表者︓代表取締役 髙本 和幸  ●所在地︓東京都新宿区⻄新宿 7-5-25 ⻄新宿プライムスクエア 1F 
●資本⾦︓1 億円         ●コーポレートサイト URL︓https://human-touch.jp/ 
●ヒューマンタッチ総研サイト URL︓https://kensetsutenshokunavi.jp/souken/ 
 
 ＜このレポートに関するお問い合わせ＞ 

ヒューマンタッチ株式会社 ヒューマンタッチ総研担当 

TEL：03-6872-1027  E-ｍａｉｌ： htsouken@athuman.com 

＜ヒューマングループに関するお問い合わせ＞ 

ヒューマングループ 広報担当 原、安永 

E-mail：kouhou@athuman.com 


